
 

第1７回  

在日コリアン人権啓発東京セミナー 

秋期・冬期講座  

主催 ：一般社団法人在日コリアン・マイノリティー人権研究センター（ＫＭＪ）  

 

6 月に開催しました春期講座では 「戦後 70 年と在日コリアン」をメインテーマに戦後

補償や法的地位の問題から現代的課題であるヘイトスピーチの問題を、フィールドワーク

では茨城県の朝鮮人強制連行と朝鮮学校の見学をつうじて、戦後 70 年を考えてきまし

た。  

 秋期・冬期講座でもつづけて「戦後 70 年」とさらに「日韓条約 50 年」をメインテーマ

にさまざまな講座を開催します。  

民 族 差 別 を な く し、 真 の 共 生 社 会 をめ ざ す た め 、 と もに 学 び 、 考 え て いき ま し ょ う 。  

 

－開  催  要  項－  

【 日   程 】  

 秋  期  ２ ０ １ ５ 年  ９ 月１８ 日 （ 金 ）  

 冬  期  ２ ０ １ ６ 年  ３ 月４ 日 （ 金 ）  

【 会   場 】貸会議室・貸教室  内海  ２階教室  

              東 京 都 千 代 田 区 三 崎 町 3-6-15 東 京 学 院 ビ ル ２ 階  

TEL03-3261 -0017 JR「 水 道 橋 駅 」 西 口 徒 歩 １ 分  

【 定   員 】  ８０ 人  

【 参  加  費 】  ・ 聴 講 料 ａ    ３，０００ 円 （ １ 講 義 ）  

       ・ 聴 講 料 ｂ   ４，０００ 円  （ 講 義 ⑧ の 上 映 会 と ト ー ク ）  

        ＊ Ｋ Ｍ Ｊ 会 員 の 方 は １ 割 引 で す 。  

【 お 申 込 み 方 法 】  

 

 9 月 10 日 （ 金 ） ま で に 別 紙 申 込 用 紙 に 必 要 事 項 を ご 記 入 の 上 、 下 記 の 申 込 先 ま で 郵 送

又 は 、Ｆ Ａ Ｘ に て お 申 し 込 み 下 さ い 。ま た 、聴 講 料 に つ き ま し て は 、下 記 の 銀 行 口 座 に お

振 り 込 み 下 さ い 。お 申 し 込 み 後 、請 求 書 を お 送 り し ま す 。領 収 書 は 、当 日 、資 料 と 一 緒 に

お 渡 し い た し ま す 。な お 、当 日 は 受 付 に て お 名 前 を チ ェ ッ ク さ せ て い た だ く こ と で 参 加 確

認 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 

☆ お 振 り 込 み 先  

 

三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行  生 野 支 店  普 通 預 金  ３ ９ ３ ６ ５ ９ ９  

名  義  一 般 社 団 法 人 在 日 コ リ ア ン ・ マ イ ノ リ テ ィ ー 人 権 研 究 セ ン タ ー  

    理 事 長  仲 尾 宏  

 

 

 



 

【秋期 講座】（ 9/18）  

講  義 ⑤  歌で綴る戦後 70 年  

－在日コリアン生徒とかかわって－  

講  師   古川  正博さ ん （ 元 教 師 ）  

      古 川 さ ん は 大 阪 市 の 中 学 校 で 長 年 在 日 コ リ ア ン 教 育 に か か わ っ て こ ら れ ま

し た 。そ の 活 動 の 一 環 と し て「 お や じ バ ン ド 」を 結 成 し 、日 本 人 と 在 日 と の

葛 藤 を 乗 り 越 え て こ ら れ ま し た 。教 育 実 践 の お 話 し を う か が い な が ら 、ギ タ

ー を 片 手 に 歌 で 戦 後 70 年 を 綴 っ て い た だ き ま す 。懐 か し い 歌 の オ ン パ レ ー

ド で す 。  

 

講  義 ⑥  「日韓条約で解決済み」はほんとうか？  

     －日韓条約 50 年をむかえて－  

講  師   李  洋秀（ リ ヤ ン ス ） さ ん （ 日 韓 会 談 文 書 全 面 公 開 を 求 め る 会  

事 務 局 次 長 ）  

     日 本 政 府 は 一 貫 し て 戦 後 補 償 は「 日 韓 条 約 で 解 決 済 み 」と の ス タ ン ス を 取 っ

て い ま す が 、果 た し て そ う で し ょ う か 。日 韓 条 約 50 年 の 今 、李 先 生 に 現 在

に も 残 る さ ま ざ ま な 課 題 に つ い て 明 ら か に し て い た だ き ま す 。  

 

講  義 ⑦  戦後 70 年   

映画の中で在日はどのように描かれてきたか  

講  師   呉  徳洙（ オ ド ク ス ） さ ん （ 映 画 監 督 ）  

     1995 年 の 戦 後 50 年 に 「 映 画 在 日 」 を 撮 影 さ れ た 呉 徳 洙 監 督 。 あ れ か ら 20

年 、日 本 社 会 も 在 日 社 会 も 大 き く 変 動 し て き ま し た 。戦 後 70 年 を 期 に 、映

画 で 在 日 が ど の よ う に 描 か れ て き た か 、そ し て 70 年 の 思 い を 呉 監 督 に 語 っ

て い た だ き ま す 。  

 

【冬期 講座】（ 3/4）  

講  義 ⑧  ドキュメンタリーの上映とトーク  

［ ドキ ュメン タリ ー 映画 上映 ］（ 60 分）  

『花のようにあるがままに～在日コリアン舞踏家・裵梨花』  

 ［ 朝鮮舞踊 演舞 ］（ 15 分）  

『アボジをおもって』裵  梨花（ ペ リ フ ァ ） さ ん （ 舞 踏 家 ）  

［ トー ク ］（ 80 分 ）  

     裵  梨花さ ん  

司  会  高  敬一  



     今 年 6 月 に 在 日 2 世 の 裵 梨 花 さ ん を 主 人 公 に し た ド キ ュ メ ン タ リ ー 映 画 が 完 成  

し ま し た 。 裵 さ ん の 背 景 に は 強 制 連 行 さ れ た ア ボ ジ へ の 思 い が あ り ま す 。 映 画

を 鑑 賞 し 、 裵 さ ん の ア ボ ジ へ の 思 い が 詰 ま っ た 舞 踊 を 披 露 し て い た だ き 、 在 日

2 世 と し て の 思 い を 語 っ て い た だ き ま す 。  

 

【スケ ジュー ル】     

 

９ ／ １ ８ （ 金 ）  ３ ／ ４ （ 金 ）  

9:30 受 付 開 始  

 

13:30 受 付 開 始  

 

9:55 開  会  14:00 講 義 ⑧  

10:00 講 義 ⑤  17:00 終  了  

11:50 昼  食   

13:00 講 義 ⑥   

14:50 休  憩   

15:00 講 義 ⑦   

16:50 閉  会   

17:00 終  了   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 連 絡 先 】  

 一 般 社 団 法 人 在 日 コ リ ア ン ・ マ イ ノ リ テ ィ ー 人 権 研 究 セ ン タ ー  

    担  当  高 敬 一 （ コ ・ キ ョ ン イ ル ） ま で  

  〒 544 -0033 大 阪 府 大 阪 市 生 野 区 中 川 西 3 -10 -18 

  TE L06 -6717 -27 01 FA X06 -6717 -2702 

  e -mai l： k mj@s tar.od n .ne . jp  UR L： http : / / kmjw eb . c o m  

 



 

      第１７回  在日コリアン人権啓発東京セミナー  

秋期・冬期講座  

聴講申込書  

（ＦＡＸ０６－６７１７－２７０２）  

 

  □  聴  講（ 聴 講 希 望 講 義 番 号                     ）  

 

 ＊ 聴 講 希 望 の 番 号 を ご 記 入 下 さ い 。 古 川 さ ん の 講 義 の み 聴 講 し た い 場 合 は ⑤ 複 数 の 場 合

は ⑤ ⑥ ⑧ と ご 記 入 下 さ い 。  

 

⑤ 歌 で 綴 る 戦 後 70年                   古 川 正 博 さ ん  

⑥ 「 日 韓 条 約 で 解 決 済 み 」 は ほ ん と う か ？         李 洋 秀 さ ん  

⑦ 戦 後 70年 映 画 の な か で 在 日 は ど の よ う に 描 か れ て き た か  呉 徳 洙 さ ん  

⑧ ド キ ュ メ ン タ リ ー の 上 映 と ト ー ク            裵 梨 花 さ ん  

 

 

ﾌﾘｶﾞﾅ    

勤 務 先 名  

担 当 部 署  

 

 

受 講 者  

 

 

住 所  

電 話  

Ｆ Ａ Ｘ  

 

 〒  

 

 

   Ｔ Ｅ Ｌ              Ｆ Ａ Ｘ  

 

＊ 複 数 名 参 加 の 場 合 は 下 記 に 受 講 （ 聴 講 ） 者 名 と 担 当 部 署 を ご 記 入 く だ さ い 。  

 

 受 講 （ 聴 講 ） 者 名      担 当 部 署     受 講 ・ 聴 講   

  □ 受 講  

□ 聴 講 （ 番 号        ）  

  □ 受 講  

□ 聴 講 （ 番 号        ）  

  □ 受 講  

□ 聴 講 （ 番 号        ）  

 

 

 

＊ ９ 月 １ ８ 日 （ 金 ） セ ミ ナ ー 終 了 後 の 懇 親 会  

 

 □  参  加  

 

 

 事 務 確 認 欄 （ 事 務 確 認 欄 は 記 入 し な い で く だ さ い ）  

 受 付 Ｎ ｏ   受 付 日    入 金 日   担 当 者  備  考  

     

 


